特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年６月14日412号
●ササユリの開花に付いて　　昨年の今頃はほとんど笹竹の激しく生い茂る所で、整備をどこから手を付けるのかという非常に厳しい急斜面でした。岡本さんが丁寧に笹竹の一本一本を摘み取るように切り出して、激しく覆っている笹竹の除去に辛抱強い作業を繰り広げていただきました。そして冬の時期には全面的な整備が行き届き見違えるように綺麗になりました。そしてこの斜面を登ると全体が一望できる見晴らしのいい場所が出来あがりました。ここは猪の通路でした。それが約半年後には、見事に笹ゆりがきれいに咲きました。放棄される前の6月ごろにはあちこちで笹ゆりが咲き、さわやかな香りがあふれていたのです。この話はごく普通にあったもので、特別なものではありませんでした。今回地面を覆っていた笹だけを除去すると見事に咲きだしました。これを大事して笹ゆりの郷等と言われるようになって欲しいものですね。みなさん少しの時間でも人の手が加わると自然を再現することができるのです。こうした場所は普賢寺にはまだまだたくさん残っているのではないでしょうか。出来ること、出来る範囲で少しずつ回復させようではありませんか。コツコツの作業の積上げが大きな成果を生むのです。里山の会にお越し下さい、申し出て下さい。あなたの貢献をお待ちしています。
●里山農園　タマネギの収穫　14日午後から

11月27日に1200本余りのタマネギを植え付けましたと第384号でお知らせしました。6月が楽しみだとも書きました。その6月がきました。タマネギがしっかり実りました。収穫を明日行います。出来栄えは大中小と様々ですが、しっかり育ちました。この間草引きを数回実施、追肥も施しました。茎が倒れてきたので出来るだけ早く収穫しなければなりません。
そして収穫したタマネギの販売促進を考えています。ひと袋いくらで販売すればいいのか至急原価を計算して、再生産できる資材購入資金に充当するつもりです。会員の仲間でもご友人でもタマネギの購入を検討されている方がおられたら里山の会まで購入希望とご連絡ください。会員最優先でお分けいたします。売り切れ御免でお願いします。
●尾根筋ハイキング絵画番号10・11・12番で淡竹の筍泥棒が捕まる　
登山口の草刈りを実行しました。毎年今頃は雑草の育ち盛りになりますので、全コースを点検しながら草刈りを実行しています。三山木駐在所から電話があって、ハイキングコース付近で筍泥棒を捕らえたのですが、山の中なので場所の特定が非常に難しくて苦労しています。ちょうどその場所に里山の会の絵画看板がありましたので、その看板設置場所がわかる地図の提供を戴けないでしょうかとの連絡がありました。尾根筋ハイキングのコース図を提供しましたら、大変感謝されました。絵画サークルの皆さんの力作が展示され、ハイカーの皆さんも楽しい取り組みでうれしいとおっしゃっていただいていましたが、今度は警察の方からも喜んでいただきました。
●神矢樋門の排水テスト13日　1時過ぎから実施　約30人の見学者　　

木津川はかつて天井川だといわれていました。宇治川と比較しても川床は数ｍ高いところを流れています。山に降った雨は低地に溜まりますので、昔の人たちは木津川に山の水を流し込む方法として支川をだんだん高くして天井川に土手を高く盛り上げてゆき、洪水防止としてきました。相楽郡や綴喜郡、久世郡の木津川沿川地域では川床が高いので、降った雨水は溜まり易い地形なのです。今日では木津川の河床がかなり低くなって自然流水で異常がなければ流れ出すようになっています。しかし木津川上流のダムが放水すると木津川の水位が高くなって自然流水作用が出来なくなり、木津川本川の水が逆流してくることになります。樋門を締め切って逆流する水を防ぎます。その時降った雨が溜まりこむので、排水ポンプを使って持ち上げて堤防の上の高いところから木津川に排水することになっているのが樋門の役割なのです。天井川のあるところはこうした仕組みを持って、洪水発生に備えているのです。　神矢樋門には西部土地改良区が管理する毎秒600Ｌ排水できるポンプが3台、国土交通省が管理するポンプ毎秒1000Ｌを排水できるポンプが4台設置されています。今回のテストでは3台と4台のポンプが同時に起動する毎秒6トンの排水テストが実行されました。迫力ある場面が続きました。
●次回事務局会議　里山農園で開催

先にもお知らせしましたが、丁度いろいろな作物の収穫時期に成っていますので、里山農園での定例事務局会議を行うことになりました。午前9時30分から12時までの会議を行って、整備した後に残っている木端を拾い集め農業機械がスムースに働けるようにする整備作業班と、昼食準備班とに分かれ作業ののちに楽しい昼食パーティを開催します。週刊ニュースをご覧になっておられる皆さん、久しぶりに里山の会らしい取り組みです。晴れてくれたら最高の場所でのひと時を過ごしにお越しください。お待ちしています。
●ホタルの集い里山音楽会　宇治田原の太鼓サークル「萌」の皆さんの急遽出演が決まる

ここ2年間ホタルの集いは雨天に見舞われ止むなく中止せざるを得ませんでした。13日のホタルの出現状況は数十匹が元気に飛んでいました。きっと16日も出現してくれるのではないでしょうか。この場所は人の手が全く加わっていないところで自然環境の豊かさを物語るところです。そして地域の皆さんも心豊かにできるだけ薬品使用を控えた農業をと努力が長年続けられてきた効果が発揮されているのではないでしょうか。里山音楽会では、初回のホタルの集いに出演戴いた宇治田原の太鼓サークル「萌」さんにお願いしました。当時は小学生それ以下の皆さんがお越しいただきましたが、大きく成長されていると思います。成長された太鼓に期待しています。
●木津川クリーンアップ　17日　午前中　　参加協力の連絡続々
去年の9月に流れ橋が流される出水がありました。その時に残されたペットボトルを数えてみるとなんと200ｍ×100ｍに400本を拾い集めなければなりませんでした。少なくなってきたと感じていましたが、美しくなっていませんでした。今年も加茂大橋から三川合流部までの24ｋｍの両岸を清掃します。昨年以上に諸団体の皆さんの積極的な反応を感じています。多くの方々のご協力をお願いします。

●里山の会の歩み振り返り　15年間の決算合計6000万円となる

この都度会誌32号までを資料にして里山の会の決算を計算するとなんとこの間に6000万円の決算になりました。年間平均600万円の支出となります。それほど考えてもみなかったのですが大変な金額になっています。それだけの効果と実績を積み上げられたのでしょうか、今さらながら責任の大きさを感じます。
●国交省近畿整備局研究発表会（7月12・13日）にコミィテー部門で発表　12日午前中　大阪市天満橋整備局会議室　里山の会が主催した防賀川でのワークショップを中心に　「遊んで！学んで！育てよう防賀川ワークショップ　～ふるさと遺産づくりへ第一歩～」と題して田中元洋さんが発表されます。6部門で2日間あり、1部門25人の発表者が予定されています。田中さんは初日の午前部の最後6番目にプログラムされています。御都合がつく方是非ともご参加ください。



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

